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▶ 技術アピール・マッチングニーズ
線虫は“生きた試験管”ともいわれるように、様々な生命現象をin vivoで評価できる優れた
モデル生物です。近年、“leaky gut（漏れやすい腸）”という状態が多くの病気の素因とし
て注目されています。また、腸のバリア機能を高め、漏れにくい状態を目指すことが健康増
進に重要とされています。我々は、leaky gutの指標である腸管透過性を、線虫を用いて
定量的に評価する実験系を開発しました。本系を用いて、腸を起点とした健康増進に資す
る栄養・食品因子などを探索したいと考えています。

▶ 研究内容の特徴
モデル生物である線虫カエノラブディティス・エレガンスを用いて、腸管透過性（腸管内から
体内への漏出性）を評価する新たな実験系を開発しました。
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